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補聴器の使用率（８ヶ国） 
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耳鼻科医師への補聴器相談率 
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補聴器の満足度 
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イギリス－公的補助の仕組み 

18/06/14 
Source: GC Reimbursement Questionnaire 

補聴器ユーザー 

 
補聴器販売従事者 

民
間
営
業 

ユーザーへ補聴器が渡る 

ユーザーは販売従事者へ全額支払う 公的補助はない 

公 
的 
補
助  

補聴器ユーザー 
NHS 

国民保健サービス 

補聴器販売従事者 

NHS クリニック 

ユーザーへ補聴器が渡る 

ユーザーは医者へ行き地方の
病院を紹介される 

NHS はユーザーに最大で５人の販売
従事者を紹介する。 
補聴器はリストから選択される 

ここでの費用はＮＨＳが支払う 

政府が管轄している 

開業医 

ユーザーは直接補聴器販売従事者を
訪問する。そこで補聴器・聴覚測定を
受ける 



フランス－公的補助の仕組み 

18/06/14 

公
的
補
助  

申請者は国民保健サービスから換金
される。ただし、耳鼻科医師の処方箋
が必要である。 

Source: GC Reimbursement Questionnaire 

補聴器ユーザー 補聴器販売従事者 

国民保健  

サービス 

小児 成人 

クラス Ａ 単純な難聴（急墜型ではない） 評価は５以下 ９００ユーロ 
（約１２６０００円） 

片耳装用  
２００ユーロの６０％ 
（約１６８００円） 

 
 

両耳装用  
２ x ２００（６０％）ユーロ 

クラス Ｂ 軽度難聴から中等度難聴まで（補充現象あり） 評価は８以上 １０００ユーロ 
（約１４００００円） 

クラス Ｃ 軽度難聴から高度難聴まで（補充現象あり） 非対称もしくは急墜型 評価は９以上 １２５０ユーロ 
（約１７５０００円） 

クラス Ｄ 軽度難聴から重度難聴まで  評価は１０ １４００ユーロ 
（約１９６０００円） 

対象補聴器の区分 

*フランス市場では９８％がクラス Ｄである 

耳鼻科医 
申請者は耳鼻科医師の診断を受ける 

処方された補聴器が渡される 

申請者は補聴器販売店を紹介され
る。販売店は責任を持って補聴器の
フィッティングを行う。また、補聴器は
あらかじめ用意されたリストから選ば
れる。  

耳鼻科医師は聴覚の診断を行う（純音測定及び 
スピー手テスト）そして難聴の程度を診断する 



日本－公的補助の仕組み 
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公
的
補
助  

Source: GC Reimbursement Questionnaire 

補聴器ユーザー 

 

耳鼻科医 

 

補聴器販売従事者 

２級 
重度難聴 

両耳の聴力レベルがそれぞれ「平均１００デシベル以上」のもの（両耳全ろう）  

３級 
重度難聴 

両耳の聴力レベルがそれぞれ「平均９０デシベル以上」のもの 
（耳介に接しなければ大声を理解し得ないもの）  
 

４級 
高度難聴 

両耳の聴力レベルがそれぞれ「平均８０デシベル以上」のもの 
（耳介に接しなければ話声を理解し得ないもの）  
 

６級 
高度難聴 

両耳の聴力レベルがそれぞれ「平均７０デシベル以上」のもの 
（４０センチ以上の距離で発声された会話を理解し得ないもの）  
 

障害程度等級表 

福祉課窓口 

市町村の役所内「福祉課窓口」に相談する 

処方された補聴器が渡される 

指定の補聴器販売店に行き補聴器を受け取
る。  

指定の耳鼻咽喉科判定医の診断を受ける 
身体障害者手帳の交付申請を行う 



日本と先進諸外国との仕組みの違い 

• 補聴器の供給は法律で定められている 
 
• 耳鼻科医師が難聴を判定する 
 

• 補聴器技能者（公的・国家有資格者）が補聴器
のフィッティングを行う 

 
• 補聴器には公的補助がある 

 
• 補聴器の両耳装用 



認定補聴器技能者合格者トレンド 
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